
実習施設名 特定相談支援事業所あぜ-りあ 施設種別 特定相談支援事業 作成日  

実習プログラム作成メンバー （作成に関わった方の職種を記入してください） 

 

学生に求める事前学習 

① 地域の特徴→ここ１０年程の人口の推移 産業構造 高齢化の状況 社会資源の状況（近隣市町村も含む） 障害福祉計画の閲覧 

② 障害福祉事業種別の特徴をつかむ（就労Ａ・Ｂ・生活介護等、ＧＨ、放課後デイサ－ビス等）③障害特性のおおまかな理解（自閉症、強度行動障害等） 

 

学びの流れ 

（視点） 

教育に含むべき事項（国

通知） 

本学部の達成目標 

（評価項目） 
実習内容 / 実習方法 / 担当者 指導上の留意点、教材 

生 活 課 題 を

抱 え る 人 の

暮 ら し を 知

る 

① 利用者やその関 

係者（家族・親族・友

人等）、  施設・事業

者・機関・団体、住民

やボランティア等との

基本的コミュニケーシ

ョンや円滑な人関係の

形成 

Ⅰ-②利用者やその関係

者（家族・親族・友人等）、

施設・事業者・機関・団

体、住民やボランティア

等とコミュニケーション

をとり円滑な人間関係を

形成することができる。 

内容 事業所の活動に参加しながら、利用者とのコミュニケ－

ション（アセスメント）をできる範囲で行っていく。 

方法 活動に参加。会話や活動の状況等の考察、職員への質問 

   サービス等利用計画書を見るなどし、アセスメン   

トをできる範囲で行っていく。 

＊意思表出の方法を意識する。  （３日～４日） 

場所 生活介護事業所（併設） 特定相談支援事業所 

担当者 生活支援員及び管理者 相談支援専門員（実習指導

者） 

利用者はどのように過ご 

し、どんな支援が行われて 

いるのかを、利用者の思い 

と支援者の視点の両面から 

考察を行い、各事業所の役 

割を確認していく。 

③ 利用者や地域の 

状況を理解し、その生

活上の課題（ニーズ）

の把握、支援計画の作

成と実施及び評価 

Ⅱ -②生活課題を抱える

人々の視点に立って地域

の特性を説明できる 

内容 利用者の生活実態と抱える課題の考察 

   地域の状況を考察 

方法 サ－ビス等利用計画書や本人の様子や会話、ケ－ス記録 

   等から生活実態を知る。包括的な事例の説明。 

地域福祉計画・障害福祉計画・社会資源マップの活用。 

場所 生活介護事業所（併設） 特定相談支援事業所 

担当者 生活支援員及び管理者 相談支援専門員（実習指導

者） 

 

自宅・家族の状況に着目 

・社会資源マップ 

・自立支援協議会ダイジェ

スト 

60 時間実習プログラミングシート 
日本福祉大学 社会福祉学部 



生 活 課 題 を

抱 え る 人 々

の 暮 ら し を

支える「地域

のつながり」

を知る（地域

住民/専門職

/ 事 業 所 / 機

関） 

⑤多職種連携及びチー

ムアプローチの実践的

理解 

Ⅱ-①生活課題を抱える

人々が地域で暮らすこと

を支援するための職種間

連携及びチームアプロー

チについて説明できる。 

内容・方法 支援現場の見学や支援会議への参加 

場所 利用者宅（一人暮らし） ヘルパ－ステ－ション 

   グル－プホ－ム          （１日） 

担当者 ヘルパ－ サ－ビス提供責任者（ＨＰＳ） 世話人 

権利擁護センタ－職員 民生委員 相談支援専門員（実

習指導者）等 

利用者の意思の表出方法等

に着目（意思決定支援） 

・関係事業所のホームペ－

ジ等 

⑥実習先が地域社会の

中で果たす役割の理解

及び具体的な地域社会

への働きかけ 

Ⅱ-③生活課題を抱える

人々が地域で暮らすこと

を支援するための実習施

設の役割を説明できる 

内容・方法 パンの販売や協力企業への納品等へ同行 

場所 生活介護事業所 協力企業や地域のイベント等 

                 （０．５～１日） 

担当者 生活支援員及び管理者 保護者会長 相談支援専門員

（実習指導者） 

保護者会や知的障害者育成

会の取り組みのついても考

察していく。 

生活課題を

抱える人々

の視点に立

って地域を

知る 

⑦地域における分野横

断的・業種横断的な関

係形成と、利用者やそ

の関係者、地域のニー

ズに対する社会資源の

活用・調整方法・開発

の必要性に関する理解 

Ⅱ-④生活課題を抱える

人々が地域で暮らすこと

を支える資源の配置状況

や不足している現状につ

いて説明できる。 

内容・方法 事前学習とこれまでの実習からの知り得たことを 

もとに、できる範囲で社会資源マップを作成して

みる。 

行政の福祉制度も、利用者の活用状況を考察しな

がら把握していく。地元の大学生としてできるこ

とはないか？を考えてみる。（１日） 

担当者  相談支援専門員（実習指導者） 

どこに、どんな社会資源が

あり、内容や職員数、勤務

形態等も把握していく。 

 

大学生として貢献できるこ

とはないか？ 

⑨社会福祉士としての

職業倫理と組織の一員

としての役割と責任の

理解 

1-④スーパービジョンを

通して、自分自身を振り

返り、姿勢・態度を修正

することができる。 

Ⅲ-①社会福祉士倫理綱

領をふまえ、社会福祉士

の役割を説明できる。 

内容・方法 職務規定、倫理綱領をみながらこれまでを振り返

る。利用者の意思の表出方法等に着目（意思決定

支援）し、具体的な取組等を考察する。権利擁護

センタ－との連携と課題について（０．５日） 

担当者  相談支援専門員（実習指導者）及び管理者 

権利擁護センタ－の役割に

ついて着目する。 

エンパワメントとは？を考

察する。 

・職務規定 倫理綱領 



 

 

⑩以下の技術につい目

的、方法、留意点につ

いて説明することがで

きる 

・ネットワーキング 

・コーディネーション 

・プレゼンテーション 

Ⅲ-②実習中に経験した

ネットワーキング、コー

ディネーションの取り組

み例を説明できる。 

Ⅲ-③実習を通して「包括

的支援に必要な視点」に

ついて学んだことをプレ

ゼンテーションできる。 

内容・方法 ジェノグラム、エコマップの作成。利用者の地域

での生活と、関係機関とのサービス等の利用状況

や課題（意思の表出・決定に対しての支援の状況

やエンパワメントの視点）等の理解を通して「包

括的支援に必要な視点について」のプレゼンテ－

ションを行い、１８０時間実習への目標設定につ

なげていく。できれば自立支援協議会に参加をし

ていきたい。（０．５日～１日） 

担当者  相談支援専門員（実習指導者）及び管理者 

地域包括支援センタ－の役

割についても考察する。 

法人の課題と地域の状況と

も照らし合わせて考察を行

っていく。 

 



実習施設名 東海福寿園 施設種別 通所介護 作成日  

実習プログラム作成メンバー （作成に関わった方の職種を記入してください） 

 

学生に求める事前学習 

実習目的の明確化、東海市の社会資源、地域包括ケアシステムについて、地域共生社会について 

 

学びの流れ 

（視点） 

教育に含むべき事項

（国通知） 

本学部の達成目標 

（評価項目） 
実習内容 / 方法 / 担当者 指導上の留意点、教材 

生 活 課 題 を

抱 え る 人 の

暮 ら し を 知

る 

① 利用者やその関 

係者（家族・親族・友人

等）、 施設・事業者・

機関・団体、住民やボラ

ンティア等との基本的

コミュニケーションや

円滑な人関係の形成 

Ⅰ-②利用者やその関係

者（家族・親族・友人等）、

施設・事業者・機関・団体、

住民やボランティア等と

コミュニケーションをと

り円滑な人間関係を形成

することができる。 

① 法人・事業所（実習施設）の理解 ／施設全体の見学、施

設・法人・デイサービスの説明／【施設長・指導者】 

② コミュニケーションの目的・方法を学び、実践する／利用者

とコミュニケーションを図る／【指導者】    

 

社会福法人の理解 

その他関連法令の理解 

 

③ 利用者や地域の 

状況を理解し、その生

活上の課題（ニーズ）の

把握、支援計画の作成

と実施及び評価 

Ⅱ -②生活課題を抱える

人々の視点に立って地域

の特性を説明できる 

① 地域の特性の理解 ／地域課題、地域診断等についての講義

／【包括支援センター・市役所等】 

② 地域のインフォーマルサービスへの理解／認知症カフェ、認

知症家族の会などへ参加／【指導者】 

③ 利用者家族の理解／サービス担当者会議へ参加／【指導者】 

① 日程が合わない場合、 

地域課題や地域の特性につ

いて事前に聞き取る、もし

くは地域包括推進計画等を

参考に担当者が講義。②、

③についても同様に代替え

案として講義や記録閲覧 

生 活 課 題 を

抱 え る 人 々

の 暮 ら し を

⑤多職種連携及びチー

ムアプローチの実践的

理解 

Ⅱ-①生活課題を抱える

人々が地域で暮らすこと

を支援するための職種間

① 多職種の役割と理解／講義・ケース記録閲覧／【看護師、介護

士、相談員】 

② 通所介護・短期入所・居宅介護支援事業所等との連携につい 

 

 

60 時間実習プログラミングシート 
日本福祉大学 社会福祉学部 



支える「地域

のつながり」

を知る（地域

住民/専門職

/ 事 業 所 / 機

関） 

連携及びチームアプロー

チについて説明できる。 

て／サービス担当者会議等への出席／【指導者】 

③施設内連携についての理解／施設内委員会への参加【指導者】 

⑥実習先が地域社会の

中で果たす役割の理解

及び具体的な地域社会

への働きかけ 

Ⅱ-③生活課題を抱える

人々が地域で暮らすこと

を支援するための実習施

設の役割を説明できる 

① 地域における実習施設の役割／サービス担当者会議へ出

席／【デイ生活相談員】 

② 運営推進会議の理解／運営推進会議に出席もしくは議事録回

覧／【指導者】 

 

生 活 課 題 を

抱 え る 人 々

の 視 点 に 立

っ て 地 域 を

知る 

⑦地域における分野横

断的・業種横断的な関

係形成と、利用者やそ

の関係者、地域のニー

ズに対する社会資源の

活用・調整方法・開発の

必要性に関する理解 

Ⅱ-④生活課題を抱える

人々が地域で暮らすこと

を支える資源の配置状況

や不足している現状につ

いて説明できる。 

① 地域の社会資源の調査／地域のエコマップの作成(地域設定

⇒小・中学校区など)／【指導者】 

② 不足している社会資源の検討／グループワーク／【指導者】 

認知症ケアパス、ボランティ

ア団体のパンプレット等フ

ォーマルサービスのみだけ

でなくインフォーマルサー

ビスにも焦点をあてる。 

⑨社会福祉士としての

職業倫理と組織の一員

としての役割と責任の

理解 

1-④スーパービジョンを

通して、自分自身を振り

返り、姿勢・態度を修正す

ることができる。 

Ⅲ-①社会福祉士倫理綱

領をふまえ、社会福祉士

の役割を説明できる。 

① 社会福祉士の役割／講義（社会福祉士倫理規程・職務規程、苦

情解決・第三者評価、職場における社会福祉士の役割・研修等）

／【指導者】 

ケース閲覧、社会福祉士倫理

規程・職務規程 

 

⑩以下の技術につい目

的、方法、留意点につい

て説明することができ

る 

・ネットワーキング 

・コーディネーション 

・プレゼンテーション 

Ⅲ-②実習中に経験した

ネットワーキング、コー

ディネーションの取り組

み例を説明できる。 

Ⅲ-③実習を通して「包括

的支援に必要な視点」に

ついて学んだことをプレ

ゼンテーションできる。 

① 実習のまとめ 

社会福祉士として、ネットワーキング、コーディネーションの取

り組みを包括的支援に必要な視点の理解／発表・プレゼンテーシ

ョン／【実習生】 

 



1 

 

実習施設名 子ども家庭支援センターさくら 施設種別 児童家庭支援センター 作成日  

実習プログラム作成メンバー  

 

学生に求める事前学習 

【児童福祉に関する条約や法制度】 

・児童の権利に関する条約 

・児童福祉法 

・子ども・子育て支援制度 

【児童養護施設を利用する子どもの状況】 

・要支援・要保護児童の現状 

・虐待の定義、虐待の統計 

【児童養護施設、実習施設の概要】 

・児童養護施設の機能と役割 

・職種、職員の業務や役割 

・法人・施設の概要（ホームページ等） 

【実践に必要となる技術】 

・コミュニケーション技術 

 

学びの流れ 

（視点） 

教育に含むべき事項

（国通知） 

本学部の達成目標 

（評価項目） 
実習内容 / 実習方法 / 担当者 指導上の留意点、教材 

生 活 課 題 を

抱 え る 人 の

暮 ら し を 知

る 

① 利用者やその関 

係者（家族・親族・友人

等）、 施設・事業者・

機関・団体、住民やボラ

ンティア等との基本的

コミュニケーションや

円滑な人関係の形成 

Ⅰ-②利用者やその関係

者（家族・親族・友人等）、

施設・事業者・機関・団体、

住民やボランティア等と

コミュニケーションをと

り円滑な人間関係を形成

することができる。 

①名古屋市地域子育て支援拠点事業内容の説明を受ける 

②自分用の名札を作る 

③職員や子ども、保護者とかかわる場において挨拶や自己紹

介を実践する 

④言語コミュニケーション・非言語コミュニケーションを用

いた子どもと保護者へのかかわりを観察し、振りかえりを行

う 

⑥ミーティング、児童相談所とのケース会議に同席し、観察

し、実習記録に記載する 

・子ども・子育て支援制度 

・名古屋市地域子育て支援拠

点事業 

・全国児童家庭支援センター

協議会 HP 

・「児童家庭支援センター運

営ハンドブック改訂 3 版」 

児童の権利に関する条約 等 

60 時間実習プログラミングシート 
日本福祉大学 社会福祉学部 

（作成に関わった⽅の職種を記⼊してください）



2 

 

③ 利用者や地域の 

状況を理解し、その生

活上の課題（ニーズ）の

把握、支援計画の作成

と実施及び評価 

Ⅱ-②生活課題を抱える

人々の視点に立って地域

の特性を説明できる 

①利用者のニーズについて説明を受ける 

②短時間託児の説明を受ける 

③要保護児童対策地域協議会の説明を受ける 

④「事業相談実績報告書」について説明を受ける 

・要支援・要保護児童の現状 

・要保護児童対策地域協議会 

・虐待の定義 

・虐待の統計 等 

生 活 課 題 を

抱 え る 人 々

の 暮 ら し を

支える「地域

のつながり」

を知る（地域

住民/専門職

/ 事 業 所 / 機

関） 

⑤多職種連携及びチー

ムアプローチの実践的

理解 

Ⅱ-①生活課題を抱える

人々が地域で暮らすこと

を支援するための職種間

連携及びチームアプロー

チについて説明できる。 

①児童相談所からの指導委託について説明を受ける 

②要保護児童対策地域協議会の説明を受ける 

③施設内の職種（支援相談員、保育士、公認心理士、里親支援

専門相談員など） 

・施設内外の職種 

・要保護児童対策地域協議会 

等 

⑥実習先が地域社会の

中で果たす役割の理解

及び具体的な地域社会

への働きかけ 

Ⅱ-③生活課題を抱える

人々が地域で暮らすこと

を支援するための実習施

設の役割を説明できる 

①アウトリーチ実践（訪問相談、南区社協参加支援プロジェ

クト、名古屋すくすくボランティア養成講座等）の説明を受

ける 

②「事業相談実績報告書」を踏まえて対応内容について説明

を受ける 

・児童家庭支援センター 

・児童福祉法 等 

生 活 課 題 を

抱 え る 人 々

の 視 点 に 立

っ て 地 域 を

知る 

⑦地域における分野横

断的・業種横断的な関

係形成と、利用者やそ

の関係者、地域のニー

ズに対する社会資源の

活用・調整方法・開発の

必要性に関する理解 

Ⅱ-④生活課題を抱える

人々が地域で暮らすこと

を支える資源の配置状況

や不足している現状につ

いて説明できる。 

①名古屋市地域子育て支援拠点事業内容の説明を受ける 

②分野を越えて対応が必要なケースとその対応方法（ケース

カンファレンス等）について説明を受ける 

③スマイルデー名古屋など業種横断的なイベントや企画にお

ける取組みについて説明を受ける 

④名古屋市地域子育て支援拠点事業を支えるボランティア

（元利用者）について説明を受ける 

・利用者中心の支援の仕組み

と方法 

・児童の権利に関する条約 

等 

⑨社会福祉士としての

職業倫理と組織の一員

としての役割と責任の

理解 

1-④スーパービジョンを

通して、自分自身を振り

返り、姿勢・態度を修正す

ることができる。 

①実習開始・終了時に社会福祉士の倫理綱領について説明を
受ける 

②社会福祉士倫理綱領に基づいたソーシャルワーカーの実践
について説明を受ける 

 

・倫理綱領 

・児童の権利に関する条約 

・「児童家庭支援センター運

営ハンドブック改訂 3 版」 



3 

 

 

Ⅲ-①社会福祉士倫理綱

領をふまえ、社会福祉士

の役割を説明できる。 

等 

⑩以下の技術につい目

的、方法、留意点につい

て説明することができ

る 

・ネットワーキング 

・コーディネーション 

・プレゼンテーション 

Ⅲ-②実習中に経験した

ネットワーキング、コー

ディネーションの取り組

み例を説明できる。 

Ⅲ-③実習を通して「包括

的支援に必要な視点」に

ついて学んだことをプレ

ゼンテーションできる。 

以下の事業や取組みを踏まえて核技術について説明を受ける 

【ネットワーキング】 

・要保護児童対策地域協議会 

・名古屋市地域子育て支援拠点事業 

【コーディネーション】 

・名古屋すくすくボランティア養成講座 

【プレゼンテーション】 

・名古屋すくすくボランティア養成講座 

 


